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試問 ナ 間 コ 在 プ 間 J、 使 ジ猶 汽
、、、 歌 カ 歌 ') 其歌 第用得 ホ J、

熱泉 フ 泉 J、 プ 湧泉 一 シ ノV ｛也 常

海 ！噴 ス 一 l民 .:i: 出 J、 匿l或泉 ーー 一
泉 出 モ 出 気量 陛熱ニ 2、 ヲFf且 白

一 作 g: カ 候及 人 、一ド表共 少 泉 雲
；坑 用 命 ノ 及湧 ノ 示熱 ナ地 ト

2号 ノ ア ？斬気 ！日 官E 問セ 気 jJ 表 ナ
プ 原 ヲ 次 酪 ノ ク 歌ソ ヲ フ 一 ') 、
J、 理 昔減ノ回失fl 泉 矛I] J主 流 ア、
本 一 日 j是主建数 JV 用又 出 絶

多 就 ノ 三宅 化等 カ ジ 車 セ よL

及 ヨ号 大 JV ーー． J、 女II プ ーー サ 三毛

寺 プ I！貞 一 依各 ク 冷蒸 ノV 上

回 J、 tU ア ') 温 時 水汽 モ 昇
J 

雨 飢 泉 リ プ J長 ヲ ノ ノ ポ ス

博 一 メ1』 プ 差 ーー J土じ. 力日 、、、 ン、
士諸 J、 火謹 U< メ iiリMr. ノ ソ．

L 

ノ 与さ 全 山 ヲ ブ ブ 一 逸又
f肝者 ク 温来 ア 温 使 出 ＿，、

究設 j固 泉 セ 異泉 用 日 汲

ア ヲ 渇 等 '} ナ ヲ セ ア ー上、
9 ナ ジ ーー 更 I} l民 9 ソ 一、 、 、
是 ミ／ ア 生 ニ叉 出 是 プ 依

等 プ 存 命縫 同 .A 等 或 9 

五 事 之 J主 ア 化 一 ノv ノ ，，、 プ

~i i日 jJ JV JV ノ 間 モ 温蒸 j器

上詮 場 クJ 著歌 ノ 泉風用 ’区

ノ 明 合 まII ジ泉 ーー v／~、 口「宮 = 
’‘ 

問 ヲ ノ'JJ ク キ ジ 主出 ーー 供

一



長 湧 亙 索』 ') し〆 ノV 者 ') ーー 降 ご号 地 j選

湧 しノ 海テ モ ノ ブ f衣 害 ノ 下
ノ、 t三 ノv 間 作 毛 多 場 激 ') 中 ナ ノ 亙

其 1勇 本歌業第 ク 合愛 ブ 最 JV 手持 ソ

1噴 多 j]l ヲ 一 J、
一

J、 ス 長 モ ノ、 ~l主＼ュ ブ

出 ノ 及 ノ fr 是？ 宇 或 ノv :::'p. 著 諸 ＿，降、 ＿，、

長 ーー 寺 場 ノ、 一 宙 J、 ニ壬 月 ジ 皐極 弦一
時種 国 fr 信、 至 間 人 ノ 一 キ 者 メ
間 ア 雨 一 其 リ ノ 潟 亙 毛 ノ ブ

、

p、' i専 就経 ブ 自 一 及 ') ノ 説倣逃

亙 普 士 キ 事］ ノ、 然 i点 ノL 掬i，，、 ~H 妙、 セ

ソ 通 ;/ プ ヲ 人 猿 ') 工 次 地 ト 一占 サ
ブ 湧 調 考 若ミ 工移 ブ ノ 経下 賓 ジ ノV

l員 ノ、 査 3'G サ ノ 替影化 水 J験 ブ ご正

、

rn 吊 員＆＇弘 セ 、ン '1 ゾ也,_ ジ i邑 響 ，ス ノb 一 此 妥
.A 一 H寺 ン メ ~l' ブ 一 ヲ JV 蓄を Im 少 7, 

ノV 一一 J、 二ヌi ナ E方 侠受 毛 立すj シ’ ノ ノv

ot: ；｛足 4首,_ 該 ジ JV JI: 復 ケ ノ ナ ブ 一
ノ ノ 遜 間 プ ヲ Jア、 セ プ ト 9 容 害 nn 

、 、

周 湧 歌 Jl: 日． ノv ジ E蓮 地 t也 易 モ 歌／戸『、

ジ J明 該 よ長 .1.... プ fj『g よ‘ 化 皮 下 主主 J良ー
ブ ヲ 間 J 、 ヲ 子号、 a，、 JIノ プ、 ノ 水之 H五i 7 

共 以期i’ 明 得 メ サ 場 ノV 互.:t;ノ ヲ 自； 7f3 .. 
！民 プ よ長 治 ，、、 趨 JV 合 モ 激援会[I ーー 成

出 噴 ノ 一 ジ 戸t左忌、 ごを ナ ノ ナ 動 iV 予三 ス
ノ、 出 i民 ー「 ノ ノ ヨ？ ノv ノ、 ヲ 主主 ノレ 一・－／、

近 二人 出 七 方 ーー ア iUJJ 自 得 ヲ 一
京 ノ'V 一 入 針厨 ア ') 括；然 ノV Wl- 王

、

一 毛 普 年 一 .A ラ 同lj 一 砦 ナ フ Lノ
、

IJ 定 ノ 通 一 依然 す 依 ブJ ソ ノv JV 一、
｝ 



弟！？援 ノV チFl員二分 ヲ 同 入人斯 四 ノ

ク 動 ごE －~、 出分 井5 月 年年 ク 十 時

ノ ヲ 共 必 ノ ナ ジ 一 一 以 ノ 四 ヲ一一、
如来 影 ジ 勢減 リ 五十 月 降如年 見

ク セ 響 モ カ退問 月 四 一 ーー一 :7 十 三毛
、、ー／

間 ノv ~事r .皆 ヲ セ 月 一 日十於共 一 ，，、

母た 一 ク 直漸 ？ 一 日 ニ七 ケ i民 月 一．--、 ，
泉因 ノ 接究’然十頃 於 日 JV 出初 日

附 ；ノV 如 一 ’院 JV ノJ.、~ ーー ゲ 一 温勢匂 平

近 テ ク 間 復 ニ ー日 四 )v 於泉力 均

幸喜 ソ 著 歌ジ 蛍 ーー 回 樋 ケ ノ ノ ，，、 四

井 ジ 泉同 局 J、 入 口 JV 濫減僅 回

ノ ヨ千 J也年者 三 分 ノ 探抗i退 一一 入

間 J，、 下入 ノ 胆1 7・ 井 H 之ヌ ー」 ノ＇，犬、

駄P 地ノ 月 注六 リ さ、訳司「2 ノ ヌJ 見 回 ナ

アBヨ']¥;. 下構 ？主白、 ジ ノ 湯主 /V 二二 '} 

‘ 噴 j要造旬 一 一 噴 J襲五 因 一 局、 ジ

出 カ ト 一 依 減 出 掘 月 至 一 モ

一 i調 J、 ソ 工、〆 4，、 J、 一 ナ レ 誠 本一
盟)J¥/づ 護係 四 プ 克 同 直十 v JV 退 官

1空白三F• イヒ ヲ 回 是 ーー 月 一 一 JV 原 セ ノ一

大 ヲ 有竿等六二 間 日 J、 因 リ 調

ナ 来 三宅 ヲ 月 十歌 ーー 明 ヲA 査

JV るノ JV ナ 埋． i・ El 泉於 一 考 一
ーー 従 モ v 塞ー 頃 ノ ケ ミノ フ 従

七 i誌！ プ ノ '} セ 日 ーー 噴 ノV プ ;V 事
、

'.) J也 ーー 是 JV 一 J、 出米 ゆj 一 セ

ス 下 ア 等結ノ、 四 －、m’・ 倉治三 JV 

－証＞.！シ書 7.K フ ノ 果 一 回 五下容~’ ノ 一 十
明

一

時 サ 撃 J、 国 四響井十七 治
、



ミ／ Jlノ 一ー 汽（ー）ノ 問 響 プ ジ タ 一 ノ
プ 上分館間 ハ敬 ノ J/:b 女II ノV 時濫
梨L 一 配及歌泉泉 如驚何 ナ 侠掘

海之 セ 熱泉源及 ｛司 ク 一 ク 復 一、
金 ヲ フ 海噴 一一 主，主、 守Hr日江 ニ J、、 多 而 セ 係

般 ー JV 匝出、就他泉大 ・品τ回 大 三／ ノZノ v 

一 ーー 、 全量キ主 ナ 多 す’ ブ 問 ノV

局、集温般 プ 要湧 JV・量 JV 是 歌安

酉己 メ よ昆 ーー 間 1Jlil ナ 出へ ノ ラ3 等泉保、
セ タ ，，、 供敬定 量 キ J長 J、 ノ ノ フじ

フ JV 湯 給泉 ヲ 泉ヵ 井後諸 l噴青
ノv モ 口 ス ヨ 行源 ，，、 ヲ 章井 出 木
、 ノ ーー ノV ソ ，、、 ヨ 何 間 ーー ヨ 力及

湯 ト 於ニ 噴 リ ') 人歌記 リ ヲ フ乙
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